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●平成15年度決算　町の家計簿…………………Ｐ2～4 
●お知らせします　町職員の給与………………Ｐ5 
●健康志向野菜「ミネラル野菜」に 
　取り組んでみませんか…………………………Ｐ6～7

響け！　メロディー 
　第57回町小中学校音楽祭が、10月20日、さゆり公 
園体育館で行われました。 
　各学校の児童生徒たちは、夏休みや放課後遅くま 
で練習してきた成果を十分に発揮し、会場いっぱい 
に素晴らしい歌声や演奏を響かせていました。 
　また、見に訪れていた保護者らからは、音楽に合 
わせ手拍子がおこるなど、会場全体がひとつになっ 
た音楽祭となりました。 
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歳出総額 
59億9.608万9千円 

歳入総額 
60億9,599万3千円 

その他 
3億6,823万1千円 
（6.1％） 

自主財源 
20.8％ 

地方交付税 
28億5,972万6千円 
（46.9％） 

町債 
9億1,700万円 
（15.0％） 

県支出金 
5億3,434万9千円 
（8.8％） 

国庫支出金 
2億6,433万5千円 
（4.3％） 

その他 
2億5,465万9千円 
（4.2％） 

依存財源 
79.2％ 

その他 
7,908万9千円 
（1.3％） 

町税 
6億3,712万5千円 
（10.5％） 

繰越金 
1億2,190万3千円 
（2.0％） 

使用料・手数料 
1億4,302万2千円 
（2.3％） 

繰入金 
2億8,478万5千円 
（4.7％） 

人件費 
10億3,908万3千円 
（17.3％） 

公債費 
10億1,572万8千円 
（17.0％） 

扶助費 
1億3,298万9千円 
（2.2％） 

普通建設事業費 
11億1,821万円 
（18.7％） 

災害復旧事業費 
5,427万3千円 
（0.9％） 

義務的経費 
36.5％ 

投資的経費 
19.6％ 

一般的経費 
43.9％ 

物件費 
9億6,563万2千円 
（16.1％） 

補助費等 
7億99万9千円 
（11.7％） 

繰出金 
6億94万4千円 
（10.0％） 

  　
町
が
実
施
す
る
事
業
は
、
議
会
で
 

可
決
さ
れ
た
予
算
に
基
づ
い
て
進
め
 

ら
れ
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
は
、
翌
 

年
度
に
繰
越
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
 

な
っ
た
町
道
新
設
改
良
事
業
や
商
業
 

団
地
ア
ー
ケ
ー
ド
建
築
事
業
な
ど
を
 

除
き
、
予
定
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
 

計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
 

し
た
。
 

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、道
の
駅「
に
 

し
あ
い
づ
」
内
に
整
備
を
図
り
、
本
 

年
オ
ー
プ
ン
し
た
地
域
資
源
活
用
総
 

合
交
流
物
産
館
「
よ
り
っ
せ
」
で
約
 

三
億
一
千
四
百
万
円
、
町
縦
貫
道
路
 

（
野
沢
柴
崎
線
）
な
ど
の
町
道
整
備
 

事
業
で
約
三
億
四
千
四
百
万
円
、
高
 

速
バ
ス
の
乗
り
入
れ
の
た
め
の
高
速
 

バ
ス
ス
ト
ッ
プ
整
備
事
業
で
約
五
千
 

六
百
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
、
歳
入
（
収
入
）
に
お
い
て
 

は
、
国
の
関
与
の
縮
小
と
地
方
の
権
 

限
・
責
任
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
現
 

在
国
で
は
三
位
一
体
の
改
革
を
進
め
 

て
い
ま
す
が
、
平
成
十
五
年
度
は
、
 

地
方
へ
の
十
分
な
税
源
移
譲
が
さ
れ
 

な
い
ま
ま
地
方
交
付
税
だ
け
が
大
幅
 

に
減
額
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ど
の
地
 

方
自
治
体
も
大
変
厳
し
い
財
政
運
営
 

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
歳
入
 

の
大
幅
な
減
額
に
対
処
す
る
た
め
、

補
助
事
業
の
導
入
や
返
済
額
の
七
〇

％
が
地
方
交
付
税
で
交
付
さ
れ
る
過
 

町
の
家
計
簿
 　

町
で
は
、
予
算
の
使
わ
れ
方
や
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
 

い
る
の
か
を
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
二
回
「
町
の
 

財
政
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　
本
号
で
は
、
九
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
た
平
成
十
五
年
 

度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
状
況
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
 

せ
し
ま
す
。
 

平成15年度 
　決　算 

一
　
般
　
会
　
計
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用 語 解 説  
■地方交付税 
　　町の財政状況に応じて国か 
　ら交付されるお金。 
■経常経費 
　　人件費、扶助費、公債費な 
　どの持続して固定的に支出さ 
　れる経費。 
■経常収支比率 
　　財政の余裕の度合いを示す 
　指数。数字が小さい方が自由 
　に使えるお金が多いことにな 
　る。 
■公債費比率 
　　借金の返済額が財政を圧迫 
　していないかを示し、数字が 
　小さいほど財政負担が少ない。 
■起債制限比率 
　　今借りている借金の額が妥 
　当かどうかを示す。この数値 
　が20％を超えると、一部の借 
　金をすることが制限される。 

疎
対
策
事
業
債
な
ど
の
有
利
な
借
入

金
の
活
用
、
財
政
調
整
基
金
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
基
金
（
貯
金
）
の
活

用
を
図
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の

見
直
し
や
経
常
経
費
の
節
減
に
一
層

努
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
必

要
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、一
般
会
計
の
歳
入（
収
 

入
）
総
額
は
六
十
億
九
千
五
百
九
十

九
万
三
千
円
、
歳
出
（
支
出
）
総
額

は
五
十
九
億
九
千
六
百
八
万
九
千
円

と
な
り
、
歳
出
で
前
年
度
と
比
較
し

て
約
七
千
六
百
万
円
、
一
・
三
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
歳
入
歳
出
の
差
引
額
か
ら
 

翌
年
度
に
繰
越
し
た
事
業
に
あ
て
る
 

財
源
を
差
引
い
た
実
質
的
な
収
支
額
 

は
、
九
千
四
百
六
十
一
万
八
千
円
の
 

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指
 

数
で
あ
る
「
経
常
収
支
比
率
」
は
、

経
常
経
費
の
削
減
を
図
っ
た
も
の
の
、
 

地
方
交
付
税
が
大
き
く
減
額
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
昨
年
度
よ
り
指
数
が
若

干
上
昇
し
、
八
四
・
三
％
と
な
っ
た

ほ
か
、
財
政
の
健
全
性
を
示
す
指
数

「
公
債
費
比
率
」
は
一
六
・
二
％
、

「
起
債
制
限
比
率
」
は
一
一
・
三
％

と
な
り
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
水
準
と

な
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
の
地
方
自
治
体
の
財
政
運
営
 

は
、
国
の
構
造
改
革
に
よ
る
地
方
交
 

付
税
の
大
幅
な
削
減
や
長
引
く
景
気
 

低
迷
に
よ
る
町
税
の
減
収
な
ど
に
よ
 

り
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
 

れ
ま
す
。
町
で
は
こ
の
厳
し
い
状
況
 

を
踏
ま
え
、
西
会
津
町
が
自
立
の
町
 

と
し
て
着
実
に
進
ん
で
行
く
た
め
に
、
 

現
在
「
事
務
事
業
の
見
直
し
」
「
組
 

織
機
構
の
見
直
し
」
「
中
長
期
財
政
 

計
画
の
策
定
」
の
三
つ
を
柱
に
行
財
 

政
改
革
の
作
業
を
進
め
て
お
り
、
今
 

後
も
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
健
 

全
で
柔
軟
性
の
あ
る
財
政
運
営
に
努
 

め
て
い
き
ま
す
。
 

総務費　　　　　　　12億3,609万４千円 
　高速バスストップ整備事業 
　　　　　　　　　5,601万円 
　バス待合所整備事業（西会 
　津中学校）　　　1,605万円 
　インターネット運営事業 
　　　　　　　　　3,528万円 
 
民生費　　　　　　　7億6,397万２千円 
　ボランティア活動推進事業補助金　　　 479万円 
　在宅介護支援センター運営事業委託料　1,006万円 
　保育所業務委託料　　　　　　　　１億4,805万円 
 
土木費　　　　　　　7億6,301万７千円 
　除雪費　　　　　　　　　　　　　１億1,809万円 
　町道整備事業（改良６）　　　　　３億4,438万円 
 
衛生費　　　　　　　4億9,588万９千円 
　高齢者インフルエンザ予防 
　接種事業　　　　1,007万円 
　各種検診事業（基本健診・ 
　胃がん・肺がん他）4,438万円 
　健康寿命延伸事業 
　　　　　　　　　1,065万円 
　ごみ収集運搬委託料 
　　　　　　　　　3,704万円 

教育費　　　　　　　4億4,466万２千円 
　英語指導助手招致事業　　　　　　　　1,482万円 
　スクールバス運行費　　　　　　　　　6,419万円 
　西会津中学校整備費（駐輪場他）　　　1,644万円 
 
農林水産業費　　　　8億4,772万円 
　中山間地域等直接支払事業交付金　　　6,616万円 
　健康な土づくり推進事業　　　　　　　 693万円 
　園芸ハウス整備事業　　　　　　　　　 659万円 
　交流物産館「よりっせ」の整備　　３億1,351万円 
　林道整備事業（開設３・ 
　改良１）　　7,800万円 
　転作支援事業　472万円 
 
 
 
 
 
消防費　　　　　　　2億3,207万１千円 
　消防施設設備整備事業　　　　　　　　1,942万円 
　（ポンプ庫１・防火水槽１・ポンプ２・ホース乾燥塔２） 
 
災害復旧費　　　　　　　5,427万３千円 
　農地農業用施設災害復旧費（過年災７・現年災５）　1,503万円 
　林業施設災害復旧費（現年災１・繰越５）　1,441万円 
　道路河川災害復旧工事（過年災１）　　 183万円 

▲高速バスストップ 

▲交流物産館「よりっせ」 

▲かみのじり貯筋運動教室 
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農
業
集
落
排
水
処
理
事
業 

▼
 

主な財産状況  

■ 基 金 ■  

特 別 会 計  
歳入総額 特　別　会　計 

工業団地造成事業 

商業団地造成事業 

住宅団地造成事業 

下水道施設事業 

農業集落排水処理事業 

老人保健 

　　　　　　事業勘定 

　　　　　　診療施設勘定 

介護保険 

介護老人保健施設 

簡易水道等事業 

　　　　　　収益的収支 

　　　　　　資本的収支 

29 

10,788 

45,676 

355,018 

219,496 

1,418,163 

945,607 

411,900 

680,319 

268,938 

118,277 

178,149 

87,964

28 

9,932 

45,649 

352,986 

216,660 

1,403,582 

899,848 

399,775 

678,577 

247,499 

105,239 

165,326 

186,505

1 

856 

27 

2,032 

2,836 

14,581 

45,759 

12,125 

1,742 

21,439 

13,038 

12,823 

△98,541
水道事業 

国民健康 

保　　険 

歳出総額 差 引 額  
千円 千円 千円 

土　地 

建　物（延べ） 

有価証券 

出資金 

乗用車 

貨物自動車 

マイクロバス 

スクールバス 

特殊自動車 

消防ポンプ自動車・積載車 

㎡ 

〃 

千円 

〃 

台 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

922,835 

69,835 

34,348 

227,717 

22 

20 

6 

14 

19 

28

△331 

1,433 

0 

80 

0 

0 

0 

0 

0 

0

922,504 

71,268 

34,348 

227,797 

22 

20 

6 

14 

19 

28

区　分 単位 増　減 
14年度末 

現 在 高 

15年度末 

現 在 高 

財政調整基金 

減債基金 

ふるさと振興基金 

生きがい福祉基金 

小中学校交流基金 

　　　　　　土地 

　　　　　　出資金 

　　　　　　現金･預金 

　　　　　　貸付金 

　　　　　　現金･預金 

国民健康保険給付費支払準備基金 

下水道排水設備工事費貸付基金 

千円 

〃 

〃 

〃 

〃 

㎡ 

千円 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

408,758 

43,100 

72,526 

71,441 

24,709 

16,926 

1,940 

77,660 

2,256 

7,694 

314,900 

12,526

△3,436 

△19,993 

△24,981 

△19,979 

△3,479 

3,811 

0 

5,246 

193 

△193 

△29,434 

1

405,322 

23,107 

47,545 

51,462 

21,230 

20,737 

1,940 

82,906 

2,449 

7,501 

285,466 

12,527

土地開発 

基金 

生活援助 

貸付基金 

区　分 単位 増　減 
14年度末 

現 在 高 

15年度末 

現 在 高 

　町では、各種の事業を行っていくために、土地 
や建物など様々な財産を所有していますが、その 
管理や運営の仕方については、条例や規則に基づ 
いて行われています。 
　主な町有財産の状況は次のとおりとなってい 
ます。 
 

　
町
の
会
計
に
は
、
一
 

般
会
計
の
ほ
か
に
、
十
 

一
の
特
別
会
計
が
あ
り
 

ま
す
。
 

　
特
別
会
計
と
は
、
水
 

道
や
下
水
道
、
国
民
健
 

康
保
険
な
ど
で
、
私
た
 

ち
町
民
と
特
に
密
接
に
 

関
係
す
る
事
業
の
会
計
 

で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
 

は
、
個
別
に
会
計
を
設
 

け
、
み
な
さ
ん
が
支
払
 

う
利
用
料
や
保
険
税
な
 

ど
で
収
入
の
大
部
分
を
 

ま
か
な
い
、
運
営
し
て
 

い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
会
計
の
決
 

算
は
、
次
表
の
と
お
り
で
、
い
ず
れ
 

も
予
定
し
て
い
た
事
業
を
計
画
通
り
 

に
実
施
し
ま
し
た
。
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※標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職務 
※職員数は左上表の職員数合計（144人）から税務職（８人）、医師（２人）、医療技術（５人）、保健・看護師（12人）、 
　保育士（２人）、水道課（企業会計）職員（３人）、技能労務職（３人）、社会教育主事（１人）を除いたものです 

◆一般行政職の級別職員の状況（平成16年４月１日現在） 

◆部門別職員数の状況と主な増減理由 
（各年度とも４月１日現在） 

◆人件費の状況 

（平成15年度一般会計決算） 

※人件費には、特別職（非常勤特別職を含む）に支給 
　される給料や報酬が含まれています 

◆職員の平均給料月額と平均年齢の状況 

（平成16年４月１日現在） 

標準的な 
職務内容 

住民基本 
台帳人口 

H16.3.31 
8,984人 

万円 
599,609

万円 
9,462

万円 
103,417

％ 
17.2

歳出額 
Ａ 実質収支 

人件費 
Ｂ 

人件費率 
Ｂ／Ａ 

◆平成16年度の職員給与費の状況 

（一般会計から給与を支払っている職員分） 

 
※給与費は16年度の当初予算に計上した額で、給与改 
　定分を含んでいます 
※職員手当に退職手当は含まれていません 

職員数 

人 
117

万円 
41,818

万円 
7,089

万円 
15,658

万円 
64,565

給　　料 職員手当 

給 与 費  

期末手当 
勤勉手当 

計 

区　分 

職 員 数  
構 成 比  

主 事 補  
技 師 補  

１級 

2人 
1.9％ 

主　　事 
技　　師 

２級 

21人 
19.4％ 

主　　査 
技　　査 

３級 

20人 
18.5％ 

主任主査 
主任技査 

４級 

19人 
17.6％ 

課長補佐 
係　　長 

５級 

16人 
14.8％ 

課長補佐 

６級 

18人 
16.7％ 

課　　長 

７級 

11人 
10.2％ 

参　　事 

８級 

1人 
0.9％ 

計 

108人 
100.0％ 

一 般 会 計 
　議　　会 
　総　　務 
　税　　務 
　民　　生 
　衛　　生 
　農林水産 
　商　　工 
　土　　木 
　小　　計 
特 別 行 政 
　教　　育 
公営企業等 
　水　　道 
　下 水 道 
　診 療 所 
　そ の 他 
　小　　計 
合　　　計 

 
 
退職による 
 
 
健康事業充実のため 
農政事業充実のため 
 
 
 
 
退職による 

 
3 
41 
8 
10 
13 
15 
2 
10 
102 
 

15 
 
5 
5 
13 
5 
28 
145

 
3 
39 
8 
10 
14 
16 
2 
10 
102 
 

14 
 
5 
5 
13 
5 
28 
144

 
0 
△2 
0 
0 
1 
1 
0 
0 
0 
 

△1 
 
0 
0 
0 
0 
0 
△1

区　　分 

区　分 
平均月額 
平均年齢 

一般行政職 
297,800円 
38歳9月 

技能労務職 
299,300円 
50歳10月 

◆職員の初任給の状況（平成16年４月１日現在） 

区　分 
大 学 卒  
短 大 卒  
高 校 卒  
中 学 卒  

一般行政職 
168,140円（170,700円） 
146,273円（148,500円） 
136,718円（138,800円） 

技能労務職 
 
 

133,960円（136,000円） 
122,436円（124,300円） 

◆三役、教育長の給料の状況 

（平成16年４月１日現在） 

区　分 
町　　長 
助　　役 
収 入 役  
教 育 長  

給 料 月 額 
659,700円（733,000円） 
554,400円（616,000円） 
526,500円（585,000円） 
526,500円（585,000円） 

15年度 
職員数（人） 

16年度 
前年対 
比増減 

主な増減理由 

（　　）内は削減前 

（　　）内は削減前 

　町職員の給与は、民間給与の調査に基づく人事院や 

県人事委員会の勧告、さらに国やほかの地方公共団体 

との均衡を考慮しながら、町議会の審議を経て条例で 

定めることになっています。本号では平成15年度決算 

と合わせ職員給与の状況についてお知らせします。 

　なお、平成16年度は厳しい財政状況から条例で定め 

た給料及び期末手当を削減して支給しています。 
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健康志向野菜「ミネラル野菜」に 
　　　取り組んでみませんか 

　
野
菜
も
健
康
 

　
　
　
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
 

　
従
来
の
化
学
肥
料
に
頼
っ
た
栽
培

法
は
、
根
の
近
く
に
窒
素
・
リ
ン
酸
 

・
カ
リ
な
ど
の
肥
料
分
を
多
く
置
き
、
 

効
率
よ
く
肥
料
分
を
吸
収
さ
せ
る
と

い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
実
際
は
、
近
く
に
多
く

の
肥
料
が
あ
る
た
め
、
根
が
短
く
な

り
、
多
く
の
肥
料
分
を
短
期
間
に
吸

収
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
野
菜
自

身
の
寿
命
を
短
く
し
て
し
ま
う
こ
と

が
農
業
科
学
研
究
所
所
長
・
理
学
博

士
の
中
嶋
常
允
先
生
の
研
究
で
分
か

っ
て
い
ま
す
。
 

　
中
嶋
農
法
で
は
、
土
を
柔
ら
か
く

し
て
、
根
を
広
く
、
長
く
は
れ
る
よ

う
に
土
壌
の
改
良
を
行
い
ま
す
。
 

　
そ
し
て
、
余
分
な
肥
料
分
を
抑
え

て
、
広
い
範
囲
か
ら
少
し
ず
つ
肥
料

分
を
吸
収
さ
せ
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
土
の
状
態
を
知
る
た
め

に「
土
壌
診
断
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

　
「
土
壌
診
断
」で
は
、窒
素
・
リ
ン

酸
・
カ
リ
な
ど
の
肥
料
分
が
過
剰
に

残
っ
て
い
な
い
か
、
マ
ン
ガ
ン
・
鉄
 

・
亜
鉛
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
不
足

し
て
い
な
い
か
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。
 

　
本
来
、
ど
の
よ
う
な
土
壌
に
も
ミ

ネ
ラ
ル
分
は
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
 

完
熟
堆
肥
を
投
入
す
る
機
会
が
減
少

し
、
化
学
肥
料
に
頼
っ
て
い
る
現
在

で
は
、
全
国
的
に
欠
乏
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
平
成
十
年
よ
り
土
壌
診

断
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
町
内
の

土
は
固
く
、
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ

分
が
過
剰
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
欠
乏

し
て
い
る
状
態
で
し
た
。
 

　
町
で
は
、「
健
康
の
町
　
に
し
あ
い

づ
」
と
し
て
健
康
な
土
か
ら
健
康
な

野
菜
を
作
り
、
野
菜
を
食
べ
て
健
康

に
な
る
た
め
に
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

 　
生
産
拡
大
へ
向
け
て
 

　
こ
れ
ま
で
、「
に
し
あ
い
づ
健
康
ミ

ネ
ラ
ル
野
菜
普
及
会
」
を
中
心
に
、

販
売
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
直
売

活
動
の
ほ
か
、
学
校
給
食
や
福
祉
施

設
へ
の
供
給
、
さ
ら
に
は
産
地
化
を
 

進
め
る
上
で
、
必
要
と
す
る
生
産
量

の
不
足
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、町
で
は
、じ
ゃ
が
い
も
、
 

た
ま
ね
ぎ
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
年
間
を

通
し
て
安
定
供
給
す
る
た
め
に
作
付

面
積
の
拡
大
と
栽
培
技
術
の
向
上
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
 

　
安
定
し
た
生
産
量
を
確
保
す
る
た

め
、
認
定
農
業
者
や
若
い
担
い
手
を

中
心
と
し
た
生
産
組
織
の
立
ち
上
げ

を
予
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
冬
期
間

の
野
菜
不
足
を
補
う
た
め
に
、
大
雪

型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
リ
ー
ス
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
構
造
改
革
特

区
を
活
用
し
た
株
式
会
社
等
の
農
業

参
入
に
よ
り
生
産
の
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

　
最
近
、
消
費
者
の
多
く
が
、「
ど
の
よ
う
に
栽
培
さ
れ
た
の
か
」
、
 

「
ど
れ
く
ら
い
の
農
薬
を
使
っ
て
い
る
の
か
」な
ど
、
野
菜
の『
安
 

全
』・『
安
心
』
に
高
い
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、
化
学
肥
料
に
頼
っ
て
栽
培
さ
れ
た
野
菜
は
、
見
た
目
 

は
良
い
が
、
野
菜
本
来
の
美
味
し
さ
を
失
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
子
 

ど
も
の
野
菜
嫌
い
が
増
加
し
て
い
る
原
因
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
 

「
安
全
」、「
安
心
」で「
お
い
し
い
」野
菜
 

健康志向野菜「ミネラル野菜」に 
　　　取り組んでみませんか 



7

は
じ
め
よ
う
健
康
な
土
づ
く
り
 

みんなの
声 みんなの
声 

       《
健
康
な
土
づ
く
り
手
順
》
 

 ①
土
壌
診
断
 

　
ま
ず
、
土
の
状
況
を
知
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
土
を
採
取
し
、
詳

し
い
分
析
を
行
い
ま
す
。
 

　
分
析
に
は
、
三
週
間
程
度
か
か
り

ま
す
。
 

    ②
土
壌
改
良
 

　
分
析
結
果
を
も
と
に
、
計
画
的
に

土
壌
の
改
良
を
行
い
ま
す
。
 

　
指
導
会
等
で
ほ
場
の
問
題
点
を
把

握
し
、
土
壌
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま

す
。
 

    ③
栽
培
・
管
理
 

　
作
物
の
生
育
を
見
な
が
ら
、
追
肥

な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

　
肥
料
を
や
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
注

意
し
な
が
ら
適
切
な
管
理
を
実
施
し

ま
す
 

       土
壌
診
断
受
付
中
 

　
来
春
か
ら
の
作
物
作
付
け
に
向
け
、
 

土
壌
診
断
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
分
析
項
目
は
、
窒
素
・
リ
ン
酸
・

カ
リ
・
苦
土
・
石
灰
の
ほ
か
、
不
足

が
ち
な
亜
鉛
・
鉄
・
マ
ン
ガ
ン
な
ど

の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
、
土
壌
の
ペ
ー
ハ

ー
な
ど
全
部
で
十
九
項
目
で
す
。
 

　
土
壌
診
断
を
初
め
て
実
施
す
る
方

は
、
一
戸
に
つ
き
一
点
（
一
ヵ
所
）

ま
で
、町
が
土
壌
診
断
料
を
全
額（
一
 

万
五
百
円
）
負
担
し
ま
す
。
 

　
取
組
二
年
目
以
降
の
方
は
、
一
点

ま
で
半
額
を
町
が
負
担
し
ま
す
。
 

　
二
ヵ
所
以
上
診
断
し
た
い
方
や
、

土
壌
診
断
実
施
後
、
中
嶋
農
法
に
取

り
組
む
予
定
の
な
い
方
は
、
自
費
で

の
診
断
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
土
壌
の
採
取
方
法
や
申
込
書
の
記

入
方
法
、
健
康
な
土
づ
く
り
事
業
の

概
要
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
十
月
二

十
、
二
十
一
日
の
二
日
間
実
施
し
ま

し
た
が
、
都
合
で
説
明
会
に
出
席
で

き
な
か
っ
た
人
は
農
林
課
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
林
課
農
政
係
　
　
│
４
５
３
１
 

                        　
中
嶋
先
生
の
講
演
会
を
聞
き
、「
こ
 

れ
は
や
ら
な
け
れ
ば
」
と
思
い
、
す

ぐ
土
壌
診
断
を
申
込
み
ま
し
た
。
 

　
結
果
が
で
る
ま
で
何
年
か
か
か
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
年
目

か
ら
効
果
が
現
れ
、
野
菜
が
と
て
も

よ
く
な
り
ま
し
た
。
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜

を
食
べ
て
い
る
せ
い
か
、
体
調
も
以

前
よ
り
良
く
な
り
ま
し
た
。
 

　
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ミ
ネ
ラ
ル
野

菜
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
 

                   ラ
ー
メ
ン
ハ
ウ
ス
い
わ
は
ら
 

　
　
　
岩
原
京
子
さ
ん
（
七
町
内
）
 

　
直
売
所
が
近
い
の
で
、
よ
く
買
い

物
に
行
き
ま
す
。
 

　
ラ
ー
メ
ン
屋
な
の
で
、
特
に
長
ネ

ギ
を
使
い
ま
す
。
柔
ら
か
く
、
辛
味

が
少
な
く
て
、
他
の
野
菜
と
は
違
い

ま
す
。
白
菜
や
キ
ャ
ベ
ツ
も
新
鮮
で

お
い
し
い
で
す
。
お
客
様
に
も
ミ
ネ

ラ
ル
野
菜
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
よ
う
で
、
と
て
も
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
 

45

にしあいづ健康 

ミネラル野菜普及会会長 

　宇多川洋さん（松尾） 

『
ミ
ネ
ラ
ル
ト
マ
ト
』
栽
培
農
家
 

　
　
　
矢
部
勝
義
さ
ん（
真
ヶ
沢
）
 

　
平
成
十
年
か
ら
取
組
ん
で
七
年
 

目
。
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
に
取
り
組
む
 

よ
う
に
な
り
、
病
気
の
発
生
が
か
 

な
り
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
 

　
　
　
し
た
。
市
場
で
は
通
常
の
 

　
　
　
野
菜
の
二
割
以
上
の
価
格
 

　
　
　
で
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
 

　
　
　
り
、
経
営
も
安
定
し
て
き
 

　
　
　
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
規
模
 

　
　
　
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
 

　
　
　
い
で
す
。
 

町
給
食
セ
ン
タ
ー
 

　
一
条
公
江
栄
養
士
 

「
今
日
の
野
菜
は
甘
く
 

て
お
い
し
か
っ
た
。」
 

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
 

こ
ん
な
感
想
が
聞
か
れ
 

ま
す
。
 

　
地
産
池
消
が
求
め
ら
 

れ
る
中
、
地
場
産
か
つ
お
い
し
い
ミ
 

ネ
ラ
ル
野
菜
を
使
っ
た
給
食
を
提
供
 

で
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ
し
 

て
野
菜
の
栄
養
が
健
康
と
大
き
く
関
 

係
す
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
 

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　10月２日、道の駅「にしあいづ」を会場に、 
桐ゲタ闊歩かっぽまつりが開催されました。 
　スタンプラリー形式で行われる桐ゲタ健康ウォ 
ークには、桐ゲタを履いた人など200人が参加し、 
秋晴れの下、チェックポイントとなっている11ヵ所の 
道祖神を巡りました。 
　また、同日行われた「第４回コスモス祭」では、桐 
ゲタ健康ウォークの参加者にお茶が振舞われたほか、 
大人の背丈ほどあるコスモスを利用した迷路には、子 
どもたちの楽しい声がコスモス畑いっぱいに響いてい 
ました。 

　今年で18回目となる町授産場のカラオケいも 
煮会が、10月19日、町授産場作業棟で行われま 
した。参加 
したみなさ 
んは、カラ 
オケなどで 
盛り上がり、 
楽しい１日 
を過してい 
ました。 

　10月10日にさゆり公園ふれあい広場で行われた第２ 
回福島県選抜ゲートボール大会において、本町選抜チ 
ームが男子ミドル（65歳以下）の部で優勝したことか 
ら、10月19日、町役場を訪れ、山口町長に結果を報告 
するととも 
に、来年行 
われる全国 
大会での健 
闘を誓いま 
した。 

　10月２日に相馬サチさん（９町内１）が満100歳 
の誕生日を迎えたことから、同日、自宅において 
山口町長から賀寿並びに特別敬老祝金100万円が 
贈呈されました。本町で満100歳を迎えた人は、「百 
歳への挑戦」を掲げた平成５年以降、サチさんで 
10人目。 
　サチさんは、畑仕事や裁縫が趣味で、95歳ごろ 
までは書道や古文書の解読もしていたそうです。 
現在は足腰が弱っているものの、とても健康で、 
長寿の秘訣は、「めったやたらに食べないこと、 
自分の考えをしっかりと持つこと、きちんとした 
生活をすること」だそうです。 ▲左から斎藤知一さん、鈴木弘さん、 

　加藤正男さん、生江克志さん 

まちの 

話題 
まちの 

話題 



9

いっしょに活動 
　してみませんか？ 

　精神保健福祉講座を修了した仲間が集まり、ここ 
ろの病を持つ方々が自分らしくいきいきと暮らせる 
地域づくりを目指して活動しています。月１回の定 
例会や学習会のほか、精神デイケア「あつまっ会」 
との交流をしています。今は、こころの病を持つ方 
々が気軽に集まれる場づくりを模索中です。地域の 
みなさんのあたたかいご理解と活動へのご協力をお 
願いします。 
    
　問い合わせ先：保健センター   ４７－２３０６ 

精神保健福祉ボランティア 

トライアングルの会 トライアングルの会 
仲間が欲しい 

生活に張りを持ちたい 
　生きがいを見つけたい 

生活リズムを 
整えたい 

働くための 
自信をつけたい 

　仲間との話し合いやレクリエーション、創作活 
動、調理、畑作業を通して、自信を育て、ひきこ 
もりから解放し、自分の生き方を発見するための 
機会を提供しています。生活自立や就業に向けた 
生活トレーニングの場です。社会復帰と生活自立 
を目指している方、今より豊かな生活を目指そう 
という方を支援しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　☆場　　所：保健センター 
　☆時　　間：午前８時30分～午後１時 
　☆開催回数：月１～２回 
　☆問い合わせ先：保健センター 
　　　　　　　　　　　４７－２３０６ 

知っていますか？ 

　
こ
こ
数
年
、
全
国
に
お
け
る
自
殺
に
よ
る
死
 

亡
者
の
数
は
、
三
万
人
を
推
移
し
続
け
て
い
ま
 

す
。
さ
ら
に
、
虐
待
や
ひ
き
こ
も
り
、
家
庭
内
 

暴
力
な
ど
の
相
談
件
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
 

す
。
ま
た
、
職
場
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
 

い
る
人
の
数
も
多
く
、
精
神
的
な
疲
れ
な
ど
か
 

ら
、
こ
こ
ろ
の
病
に
か
か
る
人
の
数
が
増
え
て
 

い
ま
す
。
 

   　
私
た
ち
の
脳
は
、た
え
ず
情
報
を
受
け
取
り
、
 

そ
れ
を
判
断
し
、
行
動
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
 

て
い
ま
す
。「
こ
こ
ろ
の
病
」
と
は
、
こ
の
一
連
 

の
繰
り
返
し
が
、
脳
の
障
害
や
ひ
ど
い
疲
れ
の
 

た
め
に
損
な
わ
れ
、
日
常
生
活
に
影
響
が
出
て
 

い
る
状
態
を
言
い
、
同
時
に
自
信
を
な
く
し
た
 

状
態
で
も
あ
り
ま
す
。
 

　
同
じ
ス
ト
レ
ス
を
経
験
し
て
も
、
「
こ
こ
ろ

の
病
」
に
な
る
人
も
い
れ
ば
、
全
く
平
気
な
人

も
い
ま
す
。
病
気
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
、
な

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
場
合
の
病
気
の
重
さ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
や
経
過
は
、
そ
の
人
の
個
 

　
　
　
　
　
　
　
　
性
や
ス
ト
レ
ス
の
大
き
さ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
・
性
質
、
心
身
の
状
態
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
の
仕
 

　
　
　
　
　
　
　
　
方
、
周
り
か
ら
ど
の
よ
う
 

　
　
　
　
　
　
　
　
な
援
助
が
得
ら
れ
た
か
に
 

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
こ
こ
ろ
の
病
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
、
誰
に
で
も
起
こ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
得
る
普
通
の
病
気
で
あ
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
を
理
解
し
て
く
だ
さ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
 

～みんなで支え合えるあたたかい地域をつくろう～ 

                       
「
こ
こ
ろ
の
病
」
に
人
生
の
途
中
で
出
会
っ
 

て
し
ま
う
と
、
そ
れ
ま
で
は
普
通
で
あ
っ
た
社
 

会
生
活
や
人
間
関
係
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
る
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
正
し
い
治
療
と
 

生
活
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
、
高
血
圧
や
糖
尿
 

病
の
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
病
気
と
付
き
合
い
 

な
が
ら
も
、
そ
の
人
ら
し
く
、
い
き
い
き
と
し
 

た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
 

す
。
 

 
「
こ
こ
ろ
の
病
」
を
持
つ
人
も
、
持
た
な
い
 

人
も
、
み
ん
な
で
支
え
合
え
る
あ
た
た
か
い
地
 

域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
 

こ
こ
ろ（
精
神
）の
病
と
は
？
 

正
し
い
治
療
と
 

地
域
の
あ
た
た
か
い
支
援
 

が
必
要
で
す
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前
回
、
「
人
は
、
他
国
の
人
よ
り
 

　
　
　
　
も
自
国
の
人
を
大
切
に
す
る
」
と
い
 

　
　
　
　
う
こ
と
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
そ
 

　
　
　
　
の
中
で
、
他
国
の
人
の
こ
と
を
自
国
 

の
人
と
同
じ
よ
う
に
思
い
や
る
世
界
を
望
む
の
 

で
あ
れ
ば
、
国
際
化
が
必
要
だ
と
言
い
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
今
回
は
、
な
ぜ
そ
れ
が
必
要
な
の
か
 

に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
私
は
、
日
本
に
住
ん
で
約
２
年
半
に
な
り
ま
 

す
。
最
初
が
大
阪
府
で
、
そ
の
次
が
西
会
津
町
 

で
す
。
こ
の
間
、
日
本
に
来
る
前
よ
り
も
は
っ
 

き
り
と
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
 

り
ま
す
。
一
つ
は
、
同
じ
人
間
で
も
、
住
ん
で
 

い
る
国
な
ど
に
よ
っ
て
、
「
違
う
」
と
い
う
こ
 

と
で
す
。
こ
の
違
い
は
、
悪
い
こ
と
で
は
な
く
、
 

む
し
ろ
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
文
 

化
が
違
う
と
、
他
の
国
の
人
が
し
て
い
る
こ
と
 

を
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
異
質
で
あ
る
と
感
じ
 

た
り
、
そ
の
人
た
ち
の
考
え
方
が
理
解
で
き
ず
 

に
、
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
 

国
と
国
と
の
違
い
は
、
そ
の
国
の
人
の
長
所
だ
 

と
思
い
ま
す
。
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、
人
生
 

を
気
楽
に
楽
し
む
こ
と
が
重
要
だ
と
分
か
っ
て
 

い
る
し
、
日
本
人
は
、
思
い
や
り
の
心
を
大
事
 

に
し
て
い
る
こ
と
が
長
所
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
 

の
よ
う
に
、
世
界
の
様
々
な
文
化
の
知
識
を
ま
 

と
め
て
み
る
と
、
絶
対
に
す
ば
ら
し
い
と
思
い
 

ま
す
。
 

　
も
う
一
つ
は
、
そ
の
逆
で
、
人
は
、
ど
こ
の
 

国
で
も
「
同
じ
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
文
化

の
差
が
あ
れ
、
私
た
ち
は
同
じ
人
間
で
す
。
私
 

カラーで見せたい、この出来栄え！ 

昨夜の成果です。 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

　
二
日
目
は
、
朝
６
時
の
起
床
か
ら
始
ま
り
ま
 

し
た
。
児
童
た
ち
は
、
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
 

ら
、
お
母
さ
ん
の
日
頃
の
苦
労
に
感
謝
し
つ
つ
、
 

朝
食
の
準
備
な
ど
慌
し
い
時
間
を
過
し
、
登
校
 

し
ま
し
た
。
 

          　
午
後
４
時
過
ぎ
に
は
、
全
員
公
民
館
に
帰
宅
。
 

入
浴
を
済
ま
せ
た
後
、
前
日
に
決
め
た
夕
食
の
 

材
料
を
買
出
し
に
行
き
、
少
し
慣
れ
た
手
つ
き
 

で
調
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
 

　
夕
食
の
後
は
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
「
星
空
 

観
察
」
で
す
。
雲
や
雨
が
時
折
邪
魔
を
す
る
あ
 

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
『
喜
多
方
星
好
き
 

会
』
の
方
を
講
師
に
、
月
の
観
察
や
星
に
関
す
 

る
話
し
を
楽
し
み
、
二
日
目
も
終
了
し
ま
し
た
。
 

一
日
目
と
は
違
い
、
児
童
た
ち
は
フ
ト
ン
に
入
 

る
と
す
ぐ
に
寝
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

　
最
終
日
三
日
目
の
朝
も
６
時
起
床
で
す
。
前
 

日
早
く
寝
た
た
め
か
、
み
ん
な
元
気
よ
く
登
校
 

し
て
行
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
夜
は
、
自
分
た
 

ち
で
作
っ
た
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
と
プ
リ
ン
を
食
べ
 

な
が
ら
の
「
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
す
。
 

こ
の
中
で
行
わ
れ
た
通
学
合
宿
の
感
想
発
表
で
 

は
、「
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
で
き
た
。」
、「
家
の
 

人
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た
。」な
ど
の
声
が
聞
か
 

れ
ま
し
た
。
 

   　
９
月
　
日
（
水
）
か
ら
　
月
１
日
（
金
）
ま

で
の
二
泊
三
日
で
、「
通
学
合
宿
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

　
こ
の
事
業
は
、
野
沢
・
尾
野
本
・
群
岡
小
学
 

校
の
６
年
生
を
対
象
に
、
家
庭
を
離
れ
、
公
民
 

館
を
宿
舎
と
し
た
生
活
を
送
る
中
で
、
他
校
児
 

童
と
の
交
流
、
自
然
体
験
活
動
な
ど
を
通
じ
、
 

豊
か
な
心
を
育
て
る
と
と
も
に
、
家
庭
の
大
切
 

さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
か
ら
 

実
施
し
て
い
ま
す
。
 

 「
通
学
合
宿
」の
初
日
は
、
授
業
を
終
え
て
公
 

民
館
に
帰
宅
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
 

　
最
初
よ
そ
よ
そ
し
い
態
度
だ
っ
た
児
童
た
ち
 

も
、
温
泉
で
の
入
浴
や
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
の
 

夕
食
作
り
な
ど
を
通
し
て
打
ち
解
け
る
こ
と
が
 

で
き
た
よ
う
で
す
。
夕
食
後
に
開
か
れ
た
栄
養
 

教
室
で
は
、
町
管
理
栄
養
士
か
ら
主
食
・
主
菜
 

・
副
菜
の
大
切
さ
を
学
び
、
翌
日
の
夕
食
の
メ

ニ
ュ
ー
を
班
ご
と
に
決
め
て
一
日
目
を
終
了
し

ま
し
た
。
こ
の
後
、
児
童
た
ち
は
、
フ
ト
ン
に

入
り
ま
し
た
が
、
遅
く
ま
で
友
だ
ち
と
の
お
し

ゃ
べ
り
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。
 

29

10
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すごいジャンプだ！ 

ふくしま駅伝もがんばります！ 

た
ち
は
、
喜
び
や
悲
し
み
、
苦
し
み
が
あ
り
、
 

愛
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
が
同
 

じ
目
で
こ
の
世
界
を
見
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
二
つ
に
加
え
、
私
は
、
日
本
に
い
る
間
 

に
、
日
本
人
と
い
ろ
い
ろ
話
し
を
し
た
り
、
一
 

緒
に
生
活
を
す
る
う
ち
に
、
日
本
人
の
こ
と
を
 

も
っ
と
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

だ
か
ら
、
テ
レ
ビ
で
日
本
人
に
悪
い
こ
と
が
起
 

こ
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、
ア
メ
リ
 

カ
人
に
起
こ
っ
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
心
配
 

し
て
悲
し
み
ま
す
。
 

　
私
は
、
外
国
で
暮
ら
す
機
会
に
恵
ま
れ
て
幸
 

運
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
経
験
か
ら
考
え
 

る
と
、
外
国
と
の
触
れ
合
い
は
と
て
も
大
切
で
 

あ
り
、
国
際
化
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
全
て
 

の
人
が
、
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
っ
て
 

経
験
で
き
な
い
分
、
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
文
化
 

を
自
国
に
取
り
入
れ
る
べ
き
で
す
。
学
校
で
外
 

国
語
を
勉
強
し
た
り
、
外
国
の
文
化
や
文
学
を
 

学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
 

に
、
そ
の
勉
強
を
し
な
が
ら
、
国
際
理
解
を
深
 

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
は
、
他
国
の
文
 

化
や
言
語
を
覚
え
る
よ
り
も
、
そ
の
国
の
人
を
 

尊
重
す
る
こ
と
の
方
が
大
事
だ
か
ら
で
す
。
そ
 

れ
に
、
外
国
か
ら
来
た
人
を
拒
否
せ
ず
に
、
私
 

た
ち
の
国
や
町
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
と
て
も
 

大
切
で
す
。
そ
れ
は
、
日
本
で
も
、
ア
メ
リ
カ
 

で
も
、
ど
こ
で
も
そ
う
で
す
。
 

　
私
た
ち
は
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
世
界
を
国
 

際
的
に
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
な
ん
と
 

言
っ
て
も
、
こ
こ
は
国
際
的
な
地
球
で
す
。
こ
 

の
地
球
を
平
和
に
す
る
な
ら
、
世
界
の
中
の
人
 

を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
は
み
 

ん
な
違
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
い
て
み
ん
な
同
じ
 

人
間
で
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
を
理
解
で
き
る
 

よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

   　
今
年
で
３
回
目
と
な
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
 

ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
町
公
民
館
と
体
育
協
会
の
主
 

催
、
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主
管
で
開
催
さ
 

れ
ま
す
。
 

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
者
の
み
な
さ
ん
、
奮
っ
 

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
大
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

　
◇
開
催
日
　
　
月
５
日
 

　
◇
会
　
場
　
さ
ゆ
り
公
園
体
育
館
・
西
会
津
 

 
 
 
 
 
 
中
学
校
体
育
館
 

　
◇
参
加
資
格
 
町
内
に
在
住
、ま
た
は
勤
務（
在
 

 
 
 
 
 
 
学
）
す
る
中
学
生
以
上
の
男
女
 

 
 
 
 
 
 
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
 

　
◇
申
込
方
法
 
大
会
事
務
局
及
び
町
公
民
館
備
 

 
 
 
 
 
 
付
け
の
申
込
用
紙
に
、
必
要
事
 

 
 
 
 
 
 
項
を
記
入
の
う
え
、
大
会
事
務
 

 
 
 
 
 
 
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
◇
そ
の
他
　
競
技
中
の
事
故
等
の
補
償
は
、
 

　
　
　
　
　
　
自
治
体
総
合
賠
償
保
険
の
範
囲
 

　
　
　
　
　
　
内
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
町
外
 

　
　
　
　
　
　
在
住
者
は
対
象
外
の
た
め
、
各
 

　
　
　
　
　
　
自
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】
 

 
大
会
事
務
局
（
西
会
津
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
 

 
事
務
局
　
理
事
長
　
和
久
井
厚
司
）
 

 
　
昼
　
│
２
２
０
１
／
夜
　
│
２
６
７
５
 

  　
　
月
　
日
（
水
）
、
　
回
の
歴
史
を
誇
る
会

津
一
周
駅
伝
競
走
大
会
に
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
の

メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
本
町
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。
順
調
な
仕
上
が
り
を
見
せ
る
選
手

た
ち
は
、
総
合
　
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
 

        　
今
月
　
日
（
日
）
に
は
「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」
 

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
応
援
な
ど
で
コ
ー
ス
等
を
 

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
公
民
館
ま
で
お
問
い
 

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
公
民
館
体
育
振
興
係
　
　
　
　
│
３
２
４
４
 

　　健康美を目指して～エアロビクス～ 
 
　先月号では、親子スイミング・水中ウォ 
ーキングを紹介しました。 
　今月は、毎月第２・４土曜日の午後７時 
から公民館で開催しているエアロビクス教 
室を紹介します。 
　学生、ＯＬ、主婦など女性を主とした約 
15名が参加し、インストラクターである金 
田郁代先生の指導のもと、楽しく「健康と 
美」を追求しています。 
　約１時間のハードメニューをこなします 
が、十分なウォーミングアップとクールダ 
ウンを行うため、体への負担は意外に軽く、 
疲れが翌日まで残ることはないそうです。 
　参加者からは、教室に参加するようにな 
って、「冷え性が治った。」、「太りにくく 
なった。」などの声が聞かれます。これは、 
有酸素運動を継続することにより、体の細 
部の毛細血管まで十分に血液が行きわたる 
ようになり、基礎代謝・新陳代謝が良くな 
ったからだと思われます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　参加したい方は、公民館までお問い合わ 
せください。 
【問い合わせ先】 
　公民館体育振興係　　４５－３２４４ 

（日） 

12

10

2721

59

12

45

45

45

▲厳しく、楽しく、汗を流しています。 
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みんなの広場 みんなの広場 
渡
部
　
照
幸
 

　
　
〔
黒
　
沢
〕
 
さ ん 

あ
な
た
の
と
っ
て
お
き
の
写
真
は
？
 

　
息
子
が
空
手
大
会
で
準
優
勝
し
た
 

　
と
き
の
写
真
 

 
（
空
手
を
始
め
て
半
年
で
年
上
の
 

　
　
子
を
負
か
し
、
準
優
勝
し
た
と
 

　
　
き
は
、
涙
が
出
る
ほ
ど
う
れ
し
 

　
　
か
っ
た
。
今
度
は
優
勝
目
指
し
 

　
　
て
が
ん
ば
っ
て
。
）
 

あなたの趣味・特技は？ 
　趣味：渓流釣り 
　特技：スキー 
 
熱中していることは？ 
　体を鍛えること（息子と 
一緒に空手をしています） 
 
あなたのモットーは？ 
　何事にも一生懸命（仕事、 
スポーツ、酒飲み？） 

最近感動したことは？ 

　息子が初めての空手の大会 

で準優勝したこと 

 

これからやってみたいことは？ 

　パソコンを買って、使いこ 

なせるようにしたい 

 

次の方を紹介してください。 

　Ｋ．Ｓさん（下小島） 

　
「
み
ん
な
が
心
を
一
つ
に
し
て
歌
う
こ
と
が
合
唱
の
魅
力
で
す
」
 

　
今
月
は
、
　
月
　
日
に
行
わ
れ
た
「
町
小
中
学
校
音
楽
祭
」
で
、
大
 

人
の
歌
声
を
披
露
し
て
く
れ
た
「
コ
ー
ル
・
メ
イ
（
代
表
 
山
崎
ヒ
ロ
 

子
さ
ん
）
」
の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
 

　
「
雪
が
溶
け
る
５
月
に
な
っ
た
ら
歌
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
 

始
ま
り
、
そ
れ
が
名
前
の
由
来
に
も
な
っ
た
合
唱
サ
ー
ク
ル
「
コ
ー
ル
 

・
メ
イ
」
は
、
主
に
町
内
の
主
婦
を
中
心
に
　
人
が
参
加
し
、
毎
週
水
 

曜
日
に
町
公
民
館
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
み
な
さ
ん
熱
心
で
、
出
席
も
良
く
、
参
加
し
て
い
る
人
は
、「
み
ん
な
 

で
合
わ
せ
て
歌
う
と
ス
カ
ッ
と
す
る
」
、「
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
で
も
 

歌
う
と
楽
し
い
」
、「
歌
が
完
成
し
た
と
き
の
喜
び
が
あ
り
ま
す
」
な
ど
 

と
歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
 

　
今
年
で
結
成
　
年
を
迎
 

え
る
と
い
う
「
コ
ー
ル
・
 

メ
イ
」
。
こ
こ
ま
で
続
け
 

て
活
動
で
き
た
の
は
、
み
 

ん
な
が
心
を
一
つ
に
し
て
 

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
き
 

た
こ
と
、
そ
し
て
、
家
族
 

の
温
か
い
支
え
が
あ
っ
た
 

か
ら
だ
そ
う
で
す
。
 

　
山
崎
さ
ん
は
、「
今
年
は
、
 

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
 

開
い
て
、
み
な
さ
ん
に
日
 

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
 

露
で
き
れ
ば
…
…
」
と
話
 

し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　渡部紀夫さん（10月号から） 
◆  メッセージ  ◆ 
　飲み過ぎないように 

10

20
20

25
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　昭和29年７月１日の１町９ヵ村の合併、昭和30 
年10月の軽沢地区の編入により現在の西会津町が 
誕生して今年で50年。 
　これまで発展してきた西会津町の歴史を町民の 
みなさんと振り返るとともに、本町の新しい時代 
を創造する出発点として、町制施行50周年記念式 
典を開催します。 
　みなさん、ぜひご来場ください。 
 
 
 
 
 
　第１部　　　　　　　　　　午前９時30分～ 
　～ビデオ放映～ 
　■自治功労者表彰・感謝状贈呈 
 
　第２部　　　　　　　　　　第１部終了後～ 
　■記念講演会 
　　講師　山川　充夫 氏（福島大学理事・副学長） 
　　内容  「協働のまちづくり」について（予定） 
 
【問い合わせ先】 
　　　総務課総務係　　４５－２２１１ 

記念式典を開催 

町制施行50周年 

45

45

2424

17

16

2710

10

（土） （月） 

11

17

30
（水） 

11

12

17

（金） 

11

（木） 

12

1120

11

   　
町
で
は
平
成
　
年
４
月
か
ら
の
保

育
所
へ
の
入
所
申
込
み
を
受
付
け
て

い
ま
す
。
申
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、
 

健
康
福
祉
課
の
窓
口
、
各
保
育
所
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
本
年
度
に
引
続
き
同
じ
保
 

育
所
に
入
所
す
る
場
合
は
、
保
育
所
 

で
配
布
さ
れ
た
継
続
入
所
調
査
票
に
 

記
入
し
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 
○
申
込
締
切
　
　
月
　
日
 

 
○
申
込
先
 
健
康
福
祉
課
 

 
 
 
 
 
 
 
又
は
各
保
育
所
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
　
　
　
│
２
２
１
４
 

   　
喜
多
方
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
 

説
明
会
と
個
人
事
業
者
の
青
色
申
告
 

決
算
説
明
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
 

す
。
 

　
各
関
係
書
類
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
 

税
務
署
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
方
ま
た
 

は
事
業
者
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
消
費
税
法
の
改
正
点
な
ど
 

に
つ
い
て
の
説
明
も
行
い
ま
す
。
 

〈
年
末
調
整
説
明
会
〉
 

　
▼
日
時
　
　
月
　
日
 

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
〜
 

 
▼
場
所
　
町
公
民
館
 

〈
青
色
申
告
決
算
説
明
会
〉
 

 
▼
日
時
　
　
月
２
日
 

 

　
　
　
　
　
　
午
前
　
時
〜
 

 
▼
場
所
　
交
流
物
産
館
よ
り
っ
せ
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
喜
多
方
税
務
署
 

 
　
　
０
２
４
１
│
　
│
５
０
５
０
 

  　
消
費
税
法
が
改
正
さ
れ
、
個
人
事
 

業
者
は
平
成
　
年
分
か
ら
、
法
人
は
 

平
成
　
年
４
月
１
日
以
降
開
始
す
る
 

課
税
期
間
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

　
①
事
業
者
免
税
点
の
上
限
が
３
千
 

　
　
万
円
か
ら
１
千
万
円
に
引
き
下
 

　
　
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
②
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
が
 

　
　
２
億
円
か
ら
５
千
万
円
に
引
き
 

　
　
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
税
務
署
 

　
　
　
０
２
４
１
│
　
│
０
５
０
５
 

   　
会
津
地
方
な
ら
 

で
は
の
食
材
を
使
 

っ
た
イ
タ
リ
ア
料
 

理
教
室
「
素
材
は
 

会
津
で
イ
タ
リ
ア
 

ン
」
が
、
次
の
と
 

お
り
開
催
さ
れ
ま
 

す
。
 

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
 

申
込
み
先
ま
で
ど
う
ぞ
。
 

◇
日
　
時
 
　
月
　
日
 

 
 
 
 
 
午
前
　
時
〜
午
後
１
時
 

◇
場
　
所
　
西
会
津
中
学
校
 

◇
申
込
締
切
　
　
月
８
日
 

◇
参
加
費
　
１
、
５
０
０
円
 

◇
定
　
員
　
　
人
 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】
 

　
コ
ス
モ
ス
街
道
推
進
委
員
会
 

　
　
事
務
局
　
新
田
 
 
勉
 

 
 
　
　
│
４
６
１
１（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）
 

                　
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
 

月
１
日
か
ら
、
車
の
運
転
中
に
携
帯
 

電
話
等
を
手
に
持
っ
て
通
話
や
メ
ー
 

ル
の
送
受
信
を
し
た
場
合
、
点
数
の
 

減
点
や
反
則
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
 

　
運
転
し
な
が
ら
の
通
話
や
メ
ー
ル
 

は
危
険
で
す
の
で
使
用
し
な
い
よ
う
 

に
し
ま
し
ょ
う
。
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石　川　直　英（85）迄　子　　夫　　２町内 
二　瓶　サト子（70）周　栄　　母　　松　尾 
小　川　ワ　カ（75）瀧澤晴男　　母　　松　尾 
齋　藤　ツ　ル（87）久　次　　母　　尾　登 
五十嵐　政　雄（83）慶　一　　父　　滝　坂 
杉　本　運　藏（89）正　充　　父　　向　原 
玉　木　榮　吉（88）常　夫　　父　　向　原 
渡　部　一　夫（85）飯村福二　　父　　真ヶ沢 
佐　藤　登美男（86）　登　　　父　　極　入 
 

◆日時　11月 8日（月） 
　　　　　　26日（金） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

11月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

11月10日（水） 納期限 

11月30日（火） 納期限 

○町県民税第 3期 
○国民健康保険税第4期 
○介護保険料第6期 

人　口　　８，９２７人　　　－　８人 
　男　　　４，３２９人　　　－　８人 
　女　　　４，５９８人　　　±　０人 
世　帯　　２，９６４世帯　　－　４世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

山　口　南海宝　　文男・美由紀　３町内 

須　藤　瑞　月　　修・智子　　　松　尾 

小　沼　　　環　　佳弘・実岐　　西林東 

大　関　祐　作　　秀昭・幸子　　荒　木 

矢　部　千　穂　　幸彦・昌子　　宮　野 

な　み たか 

みず 

ゆう さく 

ち ほ 

き 

たまき 

　
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
は
、
自
分
 

　
　
　
　
　
の
趣
味
を
持
っ
て
い
ま
 

　
　
　
　
　
す
か
。
▼
私
は
「
こ
れ
 

が
趣
味
で
す
」
と
い
う
も
の
が
特
に
 

無
く
、
「
あ
な
た
の
趣
味
は
？
」
と
 

聞
か
れ
、
返
答
に
困
っ
て
し
ま
い
ま
 

し
た
。
▼
仕
事
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
 

る
た
め
に
も
、
何
か
趣
味
と
言
え
る
 

も
の
が
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
良
い
の
で
 

す
が
…
…
。
 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

3 
（水） 

7 
（日） 

14 
（日） 

21 
（日） 

23 
（火） 

28 
（日） 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

3 
（水） 
7 
（日） 
14 
（日） 
21 
（日） 
23 
（火） 
28 
（日） 

会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
西会津町 
会津若松市 
河 東 町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
塩 川 町 
会津若松市 

佐 藤 歯 科  
松 山 歯 科  
佐 藤 歯 科  
武 藤 歯 科  
二 瓶 歯 科  
目 黒 歯 科  
河 東 歯 科  
森 川 歯 科  
佐 藤 歯 科  
や た べ 歯 科  
松 崎 歯 科  
ヤ ナ ダ 歯 科  

0242（83）2348 
0242（22）0722 
0241（22）0394 
0242（27）1678 
0241（45）2843 
0242（23）1182 
0242（75）4899 
0242（32）5648 
0241（22）0344 
0242（27）5791 
0241（27）4802 
0242（27）6934

小 野 病 院  
手 代 木 医 院  
長谷川内科消化器科医院 
森 田 小 児 科 医院  
入澤泌尿器科内科クリニック 
鳴 瀬 病 院  
田 中 医 院  
に い で ら 診療所  
さとう小児科医院 
七日町クリニック 
星 医 院  
有 隣 病 院  
福田耳鼻咽喉科医院 
北 田 内 科 医 院  
浜 崎 小 児 科医院  
山田整形外科医院 
佐 原 病 院  
藤 井 医 院  
たてうまクリニック 
いいづかファミリークリニック 
二 瓶 眼 科 医 院  
平 野 医 院  
県 立 喜 多 方病院  
星 医 院  
蛯 谷 ク リ ニック  
佐 藤 病 院  
高 村 整 形 外 科  
小 野 病 院  
三浦産婦人科医院 
永峯内科小児科医院 
わたなべクリニック 
穴沢耳鼻咽喉科医院 
荒 井 医 院  

0241（22）0414 
0241（22）0034 
0242（22）7180 
0242（27）7686 
0242（38）3711 
0241（24）3333 
0241（22）0141 
0242（38）3676 
0242（24）0830 
0242（32）2411 
0242（83）2136 
0241（24）5021 
0241（24）4187 
0242（38）2661 
0242（27）0951 
0242（26）2772 
0241（22）5321 
0241（23）0023 
0242（29）2112 
0242（32）3330 
0242（22）1932 
0242（83）2243 
0241（22）2181 
0241（22）0005 
0242（28）8868 
0242（26）3515 
0242（28）3319 
0241（22）0414 
0241（22）0293 
0242（27）2266 
0242（24）0506 
0242（29）0033 
0242（83）2224

冫 

木 

お
詫
び
と
訂
正
 

　
　
月
号
　
項
の
「
ご
結
婚
お
 

め
で
と
う
」
の
中
で
、
鈴
木
祐
 

輔
さ
ん
の
自
治
区
が
新
町
と
な
 

っ
て
い
ま
し
た
が
、
４
町
内
の
 

誤
り
で
し
た
。
 

　
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
 

ま
す
。
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18


